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１．はじめに  

最終処分場における閉鎖措置として最終覆土を設置する必要がある．最終処分場の閉鎖から廃止の過程にお

いて最終覆土が果たす役割は大きく，特に，浸出水に影響を与える雨水浸透量の制御は重要な役割である．一

般に最終覆土には厚さ 50 ㎝以上の現地発生土などが施され（以降「一般覆土」と称す．），年間降水量の約 4

割％が浸透すると言われている．また，最終処分場の覆土には土質系の覆土やシート系の覆土などがあり，土

質系の覆土のひとつとしてキャピラリーバリア（以降，「CB 覆土」と称す．)がある．キャピラリー(毛管力)

とは，表面張力による毛細管現象のことで，この力を応用して細粒層（砂）と粗粒層（礫）の毛管力の差によ

って浸透に対するバリア(障壁)機能を持たせたものがキャピラリーバリアである．このバリア機能は砂礫層に

よって水を側方に排除すること（以降「側方排水」と称す．）で発揮される．CB覆土とは，キャピラリーバリ

アを人工的に構築した覆土によって浸透水量を制御するものである1)． 

最終処分場の浸透水量は降雨および積雪などの気象条件に影響を受ける．積雪がない場合は，覆土内の水分

は蒸発によって減少する．一方，積雪時には蒸発はほとんど生じずに太陽光などのエネルギーは融雪に消費さ

れ融水が発生する．このように，積雪がない場合と積雪がある場合では，気象による覆土への侵入および蒸発

の状況が大きく異なる． 

本稿では，国内におけて年間降水量はほとんど変わらないが積雪がある地方と積雪のない地方の CB 覆土の

性能を解析によって比較検証した． 

２．方法  

CB 覆土の水分収支を国内の 6 地点における過去気象情報を用いた飽和不飽和浸透流解析を実施し，その結

果について比較検証した． 

2.1解析方法 

解析には，有限要素法飽和不飽和浸透流解析(解析ソフト：

unsuf)2)を用いた．また，積雪の設定は，日平均気温によって降水

と積雪を判断し，融雪の設定は，雪から水蒸気になる水量は小さい

ものとし，太陽熱(短波長放射熱)と暖雨によって与えられる熱によ

るものとした3)．さらに，地盤材料の物性値は既往のデータを用い

た4)．CB覆土の構造は覆土長を 10m，勾配を 5％とした（図 1）． 

2.2気象情報 

気象情報を表 1に示す．気象は気象庁が公表している過去の統計

データより年間降水量が約 1000mm，約 2000mm，約 3000mmで，それ

ぞれ積雪のある地点と積雪のない地点の合計 6地点を用いた．解析

の対象期間は，前年の 10月からとした．また，積雪のある地点は，

積雪を考慮した解析（以降「積雪考慮」と称す．）と降水量と蒸発

のみを考慮した解析（以降「積雪考慮無」と称す．）を実施した． 

３．結果 

解析結果の一例（鹿角）を図 2～図 6に示す．積雪考慮の結果か 
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前年

10月～12月

基準年

1月～12月

北海道留辺蘂 2006 160.0 1011.0 有

秋田県鹿角 2013 477.5 1998.0 有

新潟県津川 2006 815.0 2963.0 有

岡山県玉野 1995 111.0 1010.0 無

愛知県東海 1991 362.0 2006.0 無

静岡県菊川牧之原 1998 278.0 3028.0 無

降水量(mm)

積雪基準年地点

表 1 気象情報 

図 1 CB覆土の構造 
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ら積雪時は蒸発が発生せず，側方排水は安定して発生し，浸透

水はほとんど発生していない．融雪時には側方排水が増加し，

浸透水が発生している．この傾向は留辺蘂や津川において同様

であった．また，積雪がない場合には降水時に側方排水が増加

し，側方排水が 7mmを超えると浸透水が発生している．この傾

向は全ての地点で同様であった．積雪考慮と積雪考慮無の結果

を比較すると，積雪考慮無が降水時に側方排水が増加している

のに対して，積雪考慮は融雪時に側方排水が増加している． 

降水量と浸透率の関係を図 7に示す．ここで，図中の一般覆

土の浸透率は CB 覆土の粘性土を透過した側方排水と浸透水の

合計とした．一般覆土の浸透率は，降水量が多いほど大きくな

る傾向があり，積雪無の地点に比べて積雪有の地点が大きくな

っている．また，積雪考慮と積雪考慮無の浸透率は積雪考慮が

若干大きい．一方，CB 覆土は積雪有と積雪無で傾向はみられ

なかった．また，積雪考慮と積雪考慮無の浸透率は積雪考慮が

若干大きい． 

これらの結果は，6地点における 1年程度の気象情報から得

た結果であり，今後，様々なサイトにおける日本全国のデータ

で確認されることが望まれる．なお，CB 覆土では材料，覆土

長および勾配を変更することで浸透水の制御が可能である．例

えば，留辺蘂で覆土長を 5m にするとほとんど浸透水は発生し

ない（図 7）． 

４．まとめ  

CB 覆土の浸透率に積雪が与える影響を解析によって検討し

た．一般覆土は積雪無に対して積雪有の浸透率が大きい傾向が

あることがわかった．一方，CB 覆土は積雪の影響が小さいも

のと考えられる． 
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図 4 蒸発量（積雪考慮無） 

図 5 側方排水 

図 6 浸透水 

図 7 降水量と浸透率の関係 

図 3 蒸発量（積雪考慮） 

図 2 気象（鹿角） 
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